








 【要約】  〔目的〕精漿中には非常に高濃度のイン夕ーロイキン 8 (IL-8)が存在すると

言われている。また精漿は,通常妊娠成立周期には,排卵期の膣内に多く存在しているもの

である。我々はこれらの精漿中の IL-8 がその後の子宮内膜の変化に対して何らかの役割

を果たしているのではないかと考えた。IL-8 は,毛細血管の透過性を亢進させることによ

り組織間質に浮腫をひぎおこす特殊なサイトカインであり,子宮内膜間質を着床期に類似

した浮腫状の状態に変化させるということに矛盾はない。我々はまず IL-8 が,精漿中に実

際どの程度の含まれているかを調べ,次に子宮頸管粘液中には通常どの程度存在するのか,

さらに IL-8 は子宮内膜間質を浮腫状の状態に変化させ得るかどうかを検討した。  〔方

法〕(1)人工授精時に同意を得て採取したヒト精漿中の IL-8 を, EIA 法で測定した。  (2)

不妊治療患者を対象に,子宮頸管粘液中の IL-8 を内膜周期別に EIA 法で測定した。  (3)

GnRHa 0.3mg/kg を前投与し排卵抑制状態とした5週齢雌マウスに, IL-8 を 0.85n1g/kg 腹

腔内投与し,15 時間後の子宮内膜の状態を観察した。    〔結果〕  (1)ヒト精漿中の 1L-

8 値は,平均(±SD)  : 3152±1342pg/ml,最大値: 6979pg/ml,最小値: 856pg/ml であった。

(2)ヒト子宮頸管粘液中 IL-8値は,卵胞期(n=4);平均 1120 pg/ml,排卵期(n=11);平均 1604

pg/ml,黄体期(n=8);平均 1580 pg/ml と,血中(0～100pg/ml)に比し著しく高値であった。

(3) IL-8 投与群ではコントロール群に比し,子宮内膜上皮下間質の浮腫状変化が著明であ

った。腺管細胞や間質綱胞においては,核小体の消失や N/C 比の減少など細胞の成熟徴候

が認められた。  〔結論〕IL-8 は,ヒト精漿中にやはり非常に高濃度(856～6979pg/ml)に

存在することが立証された。また通常のヒト子宮頸管粘液中にも,血中に比し大量に存在

していた。さらに IL-8 はマウス子宮内膜間質に,組織学的に着床期と類似した浮腫状変化

をひきおこすことが判明した。


